
【事例紹介】

ろう者とのフットサル交流会

札幌東ロータリークラブ

社会奉仕委員会



▼事業の背景

きっかけは周年記念事業

２０１９年３月
札幌東RCの６０周年記念事業として、
ろう者である「松森果林」様に

「きこえる世界から聞こえない世界へ
そして共に生きる社会へ」

というテーマの講演をしていただいた
ことがきっかけとなりました。



▼事業の目的

聞こえない世界を知る

「見た目では分からない」
「サイレンもアナウンスも聞こえない」
「困っても電話ができない」

「聞こえない世界」を理解するには、
自らその世界に足を踏み入れ、そこで
生きるろう者と繋がる必要があります。



▼事業の概要

ろう者とのフットサル交流会

主催：札幌東ロータリークラブ
共催：北海道ろう者サッカー協会
協力：北海高校インターアクトクラブ

札幌視聴覚障がい者協会

ろう者も健聴者も、大人も子どもも、
男性も女性も、「みんなが楽しめる」、
「みんなが繋がる」スポーツ交流会。



▼満足度96.2％の理由

地域のプロと連携

▼フットサル教室
エスポラーダ北海道関係者

▼子どものスポーツ体験
リーフラス株式会社

▼手話通訳
札幌視聴覚障がい者協会

▼フットサル交流
北海高校サッカー部など

また参加したいと思いましたか？
【53件の回答】

○ ぜひ、また参加
○ どちらとも言えない
○ 参加したくない



▼活動の様子

拘りは「参加型事業」

「主役は参加者全員」。
開会式で簡単な手話講座を受け、
フットサル教室やスポーツ交流
では耳栓をして聞こえない世界を
体験。
ロータリアン含め、みんなが体を
動かしながら交流を深めました。

髙橋会長によるPKチャレンジ

井上会長エレクトと子ども達の交流

楽しくウォーミングアップ

留学生も一緒に参加



▼補助金の活用

財団補助金プログラムを活用

事業費約「80万円」。
手話通訳者の派遣費、指導者の派遣費、
会場使用料、募集チラシの印刷代など…

その内「50万円」を、
財団の補助金で補填する
ことで開催できています。



▼継続事業

継続による効果と持続可能な支援

ろう者の悩みを理解することは簡
単ではありません。
しかし我々がきこえない世界と

「繋がり続ける」ことで、回を重ね
る毎に世の中に理解者が増えていき
ます。

事業内容の向上はもちろんですが、
きこえない世界への「支援の絆」が
育まれていることも実感しています。

【２０１８年１１月】

【２０２２年４月】

【２０１９年１１月】



ご清聴ありがとうございました


